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水素爆発

1号機 2号機 3号機 4号機 

燃料融解

2021/2/28
燃料取り出し完了

2014/12/22
燃料取り出し完了

〈出典〉 高濃度放射性セシウム含有微粒子（CsMP）
（Adachi et al. 2013, Nature Scientific Reports 3, 
No.2554: Figure 2, Figure 3）
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　福島原発事故は、地震・津波により1～4号機が冷却に
必要な全電源を喪失し、1～3号機がメルトダウン（炉心溶
融）し、1、3、4号機の建屋が水素爆発を起こす過酷事故に
至りました。事故炉では現在も廃炉に向けて「危険時の措
置」（原子炉等規制法第64条）が続けられています。
　これまでの事故調査は高い放射線量に阻まれており、根
本的な事故原因が地震による配管損傷か、その後の津波
による全電源喪失か、緊急炉心冷却系がなぜ機能しなかっ
たのか、水素の漏洩・爆発や3号機の大爆発はどう起こっ
たのか、など未解明の疑問が多く残っています。
　現在、使用済み燃料プールの核燃料取り出しに向けた作
業が進められています。また、海洋放出開始後も発生し続

ける汚染水への対策も喫緊の課題です。
　メルトダウンしてコンクリートと融合した880トンもの燃
料デブリについては、その取り出し方法すら決まっていませ
ん。原子力市民委員会は、作業員への被ばくリスクやコスト
の面から、拙速な廃炉ではなく長期遮蔽管理を提言してい
ます。
　爆発に伴って放出され、関東にまで拡散し降下した放射
性物質には、半減期30年のセシウム137などを含んだ高線
量の放射性微粒子（CsMP）が大量に含まれていることがわ
かっています。これは不溶性で、吸入すると肺の細胞に付着
して長期的な内部被ばくを引き起こすことから、今後とも
十分な注意が必要です。

事故の原因や廃炉の実現は不確実で
さらなる被ばくの危険性があります。

事故後も続く危険と困難

෱ౡނࣄൃݪ鱳ࡏݱ஍ୈ 1ষ

〈出典〉
資源エネルギー庁（2020）「福島第一原発「燃料デブリ」取
り出しへの挑戦②～デブリ取り出しの難しさとは」に一部
加筆修正 放射性微粒子(CsMP)の顕微鏡写真

福島第一原子力発電所１号機～4号機の断面図
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廃炉の「中長期ロードマップ」は、工程の遅れが相次いでおり、
廃炉完了の状態も定義されておらず、実現性がありません。

行き詰まる廃炉ロードマップ
෱ౡނࣄൃݪ鱳ࡏݱ஍ୈ 1ষ

〈出所〉 東京電力ウェブサイト「中長期ロードマップ（廃炉・汚染水・処理水対策関係閣僚等会議等）」の掲載資料をもとに作成。
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap/index-j.html
朝日新聞2024年11月4日の記事を参考に、原資料を確認のうえ再構成した。

東京電力福島第一原子力発電所の廃炉工程の状況
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　福島第一原発の廃炉の工程は、政府・東京電力が策定す
る「東京電力（株）福島第一原子力発電所１～４号機の廃止
措置等に向けた中長期ロードマップ」（以下、中長期ロード
マップ）に示されており、汚染水対策、使用済み燃料プール
からの燃料取り出し、燃料デブリ取り出し、放射性廃棄物対
策などの工程があります。2011年12月に策定されて以降、5
回改訂されました。工程の大幅な遅延にもかかわらず、廃
止措置（廃炉）終了までの期間を30～40年後（2041～
2051年）とする目標は変更されていません。
　中長期ロードマップでは、廃炉完了の状態（エンドステー
ト）が定義されていません。最難関とされる燃料デブリ取り
出しについては、2011年12月当時、2018年頃に格納容器

内サンプリングを行い、10年後（2021年）までに初号機で
開始し、20～25年後（2031～2036年）に取り出し終了とし
ていました。実際には、2号機で試験的取り出しが開始され
たのは2024年で、取り出せたのは合計約0.9グラムとわず
かです。さらに、3号機から開始する本格的取り出しは、東
京電力の発表（2025年7月）によれば、2037年度以降にな
ります。2015年以降、中長期ロードマップからは「燃料デブ
リ取り出し終了」の語句そのものが削除されています。この
ように、中長期ロードマップは実現性がありません。廃炉完
了の状態等を法的に定義するとともに、現実的な内容に修
正することが求められます。


